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研究成果概要 
本研究では、銀河宇宙線が地球の気象、特に対流圏中における雲活動に及ぼす影響を

明らかにすることを目的としている。宇宙線が雲活動に影響するメカニズムの候補には、

宇宙線が雲核を生成するとする Ion-aerosol clear-sky 仮説と、既存の雲粒の成長に作

用するとする Ion-aerosol near-cloud仮説がある。両者のメカニズムのどちらがより重

要な影響を果たしているかは、太陽フレアにともなうフォーブッシュ減少などの宇宙線

変動時におけるアルベドの変化や雲粒粒径の変化から推定することができる。本研究で

は、将来的に雲粒粒径の観測を行うための基礎実験として、雲活動のモニターを開始し

た。特に宇宙線の影響が現れやすい可能性がある赤道域に着目し、平成 24年 3月にアフ

リカに試験的に小型カメラを設置し、平成 24年 8月にはインドのウーティ山に小型全天

カメラを設置した。アフリカに設置したカメラについては、平成 25年度中に全天化する

予定である。平成 25 年度も引き続き試験観測を継続し、粒径分布観測の実現可能性を検

討する。 
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